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お

知

ら

せ

身
体
障
害
者
相
談
員
に
つ
い
て

去
る
ト
ム
H
ト
・
日
、
中
部
福
祉
事

拷
所
に
お
い
て
、
身
体
睦
量
‥
苫
相
談

日
の
辞
令
交
付
式
が
行
な
わ
J
l
、
顔

手
納
町
役
周
の
山
川
収
支
さ
ん
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

身
体
搾
宜
‥
占
用
‖
誹
日
と
は
、
県
知

事
の
委
託
を
受
け
、
身
体
の
不
日
由

を
方
々
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
や
、

仕
事
の
こ
と
、
年
金
や
税
金
の
問
題

な
と
．
緒
に
解
決
方
法
を
考
え
、
あ

る
い
は
福
祉
事
務
所
、
更
正
相
談
所

役
場
念
と
必
要
な
機
関
を
紹
介
し
、

福
祉
の
措
置
が
う
り
ら
れ
る
よ
う
に

相
談
や
指
道
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
′
て
お
り
ま
す
の
ぐ
、
わ
気
軽
に

二
机
談
ド
さ
い
・

住
所
‥
嘉
卜
納
町
7
水
管
四
八
二

氏
名
‥
山
川
　
叔
安

逓
誹
＝
」
へ
－
丘
四
二
．
－應

¢
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

館
　
佗
叩
　
　
　
　
　
館
川

民
　
民
　
　
　
　
民

〝
　
公
公
　
〝
　
〝
　
訟

区

　

央

　

　

　

　

浜

西
　
中
　
　
　
　
　
西

㊥
　
九
日
八
日
、
町
商
工
会
青
年
部

え
ぷ
長
　
宮
里
辰
秀
氏
）
　
よ
り
、

九
日
八
日
に
催
さ
れ
た
。
「
納
涼

盆
踊
り
の
夕
べ
」
　
で
の
ナ
ヤ
リ
一
r

イ
ー
写
賞
舘
よ
り
の
収
益
金
と
出

店
の
川
情
料
の
九
方
円
が
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
こ
寄
附
が
こ
き

い
ま
し
た

㊥
　
卜
〓
川
日
、
嘉
f
約
・
謹
告
ラ

イ
す
イ
ス
∵
ブ
ラ
フ
　
（
会
長
　
柑
山

盛
信
氏
）
　
よ
り
、
「
納
涼
・
盆
踊

り
の
夕
べ
」
　
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

へ
サ
ー
で
の
b
冗
卜
金
五
万
円
が
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
こ
寄
附
が

こ
き
い
ま
し
た

㊥
　
1
－
日
二
卜
二
日
、
字
素
手
納
三

．
二
窄
－
一
の
知
花
包
藷
氏
よ
り
、

故
知
花
亀
歳
氏
の
香
典
返
し
と
し

て
、
町
育
英
会
へ
ト
方
円
の
こ
寄

附
が
こ
ぎ
い
ま
し
た
。

㊥
　
十
円
一
一
十
二
日
、
字
嘉
手
納
ミ

二
世
番
地
の
赤
地
つ
る
子
さ
ん
よ

り
、
故
赤
地
忠
明
氏
の
秀
典
返
し

と
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ト
万
円
の
こ
寄
付
が
こ
き
い
ま
し

た。
〇
　
十
一
円
二
十
七
日
、
字
水
篭
．
．
一

ヒ
九
番
地
ノ
」
の
町
田
宗
藤
氏
よ

り
、
放
町
田
ウ
シ
さ
ん
の
秀
典
返

し
と
し
て
、
町
育
英
会
へ
十
方
円

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
十
万
円
の

計
二
十
万
円
の
二
寄
附
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ゥ
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嘉手納局、読谷局が開始しました
★市外局番が09895へかわります。

★市内局番、嘉手納局「6」読谷局「8」が新設されます。

㊨他の局から裏手納、読谷局への通話は市外局番
09895をおまわしになり、つぎに市内局番「6」ま
たは「8」をまわし、引き続き4ケタの加入者
番号をダイヤルしてください。

㊨市内通話は、市内局番「6」または「8」をおまわ
しになり引きつづき4ケタの加入者番号をダイ
ヤルしてください。

09895－6－××××

8－××××

6－××××

8－××××

嘉手納電報電話局

町役場電話番号表
（市外局番－09895）

＊町役場の電話番号が変りました

昭和54年11月30日

き　と　ば　し　た

つ仁∴り
＿　2日日も、天卸こめぐまれ、午後1時、軒こまつりのよぴもの仮

装行列が3千余の町民が、小中学校のブラスバンドを先頭に、自治
会旗やのぼり、古■場の趣向をこらしたみこし等、千変万化に変装
したアニメなどが出現し、子供達の事をかきたてました。
午後4時、町文化財指定を受けた「芸能祭」、6時より「棄人民縫
のど白檀大会」、「花火大会」、まつりの書後をかざり「カチャー
シー大会」が行なわれました。一方子供達に開放された「歩行者天
国」では両日にわたり「らくがき大会」「ディズニーマンガショー」
「月光仮面と悪党の対決」など多くの子供向けの催しが行なわれ、
一秋の夜なが一万余の町民が両日にわたりまつりを満喫しました。

▲374周年の野国総管例祭が行われました

▲吉浜町長あいさつ

▲野村流古典音楽協会員張名による古典演奏

嘉手納中学校ブラスバンド部の皆さんの大変すぼらしい演奏でした

▲卯こだけは■られません“チヒツコ相撲’　▲好評でした“子供のと自糧大会”

098956－1111－1114まで

優
良
土
地
区
画
整
理
車
重
は
、
本

町
の
お
か
れ
た
特
殊
形
態
な
位
置
に

起
凶
す
る
狭
少
で
雑
然
と
し
た
劣
悪

を
生
活
現
場
を
整
備
し
、
良
好
な
住

宅
地
の
造
成
と
限
り
あ
る
土
地
の
高

率
的
利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
計

画
し
推
進
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま

す。

本
地
区
内
の
関
係
権
利
鹿
の
皆
蟻

に
は
こ
れ
ま
で
五
回
に
わ
た
る
住
民

説
明
会
に
よ
り
、
こ
協
力
と
こ
理
解

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
五
十
四
年
八
月
十
五
日
付
で
県
の

事
業
認
可
を
受
け
、
・
「
月
の
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
施
行
条
例
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
の
段
階
と
し
て
は
、
関
係
権

利
者
の
こ
意
見
を
事
業
に
公
平
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
土
地
区
画
整
理
審

議
会
の
設
訳
で
あ
り
ま
す
■
U

こ
の
審
議
会
は
、
番
目
十
名
で
組

織
さ
れ
、
ハ
ト
識
経
験
者
の
番
目
二
名

遅
日
番
目
八
名
（
宅
地
の
所
有
者
の

総
数
と
借
地
権
者
の
総
数
と
の
割
合

屋
島
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
選
挙

来
年
一
月
十
三
日
に
決
定

に
比
例
し
た
赦
）
で
構
成
さ
れ
た
町

の
諮
問
機
関
と
な
り
ま
す
。
委
員
の

任
期
は
五
年
と
を
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
上
地
区
画
整
理
番
班
会
呑
白

の
選
挙
は
昭
和
五
十
五
年
一
月
十
三

日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

審
積
金
壷
員
の
選
挙
白
程

○
選
挙
人
名
簿
縦
覧

十
二
月
四
日
～
十
八
日

○
立
候
補
受
付
・
公
告
（
選
挙
人
名

簿
確
定
及
び
委
n
の
放
）

十
二
月
十
九
日
～
二
八
日

○
投
票
H
・
開
票
日

昭
和
五
十
五
年
二
月
十
三
円

㊥
土
地
面
積
の
打
正
に
つ
い
て

優
良
土
地
区
画
整
理
亜
鹿
地
区
内

の
土
地
所
有
者
の
方
で
、
萱
記
簿
に

記
載
し
て
あ
る
面
相
（
ム
‖
帳
地
相
）

と
現
地
と
の
実
際
の
薗
机
に
差
異
が

あ
る
方
は
、
土
地
地
綿
訂
正
申
請
吉

を
せ
付
け
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
期
間
）

昭
和
丘
十
円
年
卜
月
二
十
九
日
～

十
∴
H
二
十
八
日

人
中
什
先
）

町
役
場
・
都
市
計
画
諸

人
添
付
書
類
）

実
測
阿
（
三
〇
〇
分
の
〓

隣
接
土
地
所
有
者
同
意
書

字
図
　
二
二
〇
〇
分
の
一
）

ト
七
福
神
も
天
国
代
表
と
し
て

ま
つ
り
に
花
を
そ
え
て
く
れ

ま
し
た
…
仮
装
行
列
“

い
ド
ッ
カ
ー
ン
…
不
況
風
も

い
っ
し
ょ
に
ふ
き
と
は
し
た

花
火
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098956－1111～1114まで

広報かでな

不i兄風　を　ふ

ガ　で　海
上かな人間性と文化を育て、活力ある豊かな町をと、かでなまつ
りは、日月10日、日日の両日、嘉手納小中学校グランドを主会脚こ

開催されました。
まつりは、午後1時新町通り「歩行者天国」での、吉浜町長、輿
郡町嬢長、伊波商工会長によるテープカットで幕開けし、町役場、
町内商工業者による「■輌パレード」小中学生による「チビツコ相
撲大会」、374周年の「野国総響例祭」、「カラオケ大会」、老人婦人
による「余興」、若者による「フォークコンサート」、そして、初日
のハイライト「花火大会」によりまつりムードも最高潮に達しまし
た。

▲譲長、町長、商工会長による歩行者天国でのテープカット

・1∴了∴・′サ【

やい丁．や
▼‾

▲　芸能祭山千原エイサーけ　　　▲歩行者天国での‘らくかき大会”　　　　　▲嘉手納、屋良小学校トランペット故障

▲民鍾のど自慢大会の優餅㌢呉屋さん”　　▲カラオケ大会の覇者新里さん

＊町役場の電話番号が変りました

今
年
は
国
民
年
金
の

誕
生
二
十
周
年
で
す

二
十
歳
か
ら
加
入
す
る
国
民
年
金

が
生
ま
れ
て
二
十
年
経
ち
ま
し
た
。

今
年
は
各
地
で
そ
の
祝
典
や
催
し
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
国
民
は
、
八
つ
の
公
的
年

金
の
ど
れ
か
に
加
入
す
る
こ
と
を
法

律
で
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
民

年
金
は
、
他
の
年
金
制
健
に
加
入
し

て
い
な
い
農
林
漁
業
、
商
工
、
サ
ー

ビ
ス
、
自
由
妻
な
ど
の
自
営
業
者
と

従
業
H
五
人
未
満
の
事
業
所
に
勤
め

る
人
と
、
そ
れ
ら
の
官
族
が
加
入
す

る
年
金
制
度
で
す
。

こ
の
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
制

度
の
生
ま
れ
た
こ
ろ
は
一
、
〇
〇
〇

万
人
台
で
し
た
が
、
今
年
は
二
、
七

八
〇
万
人
に
も
ふ
え
て
、
こ
の
団
の

公
的
年
金
の
加
入
者
の
ト
ノ
ブ
を
占

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
が
譲
生
い
ち

い
毎
年
休
ま
ず
に
改
善
を
つ
づ
け
て

昭
和
三
十
六
年
ご
ろ
の
老
齢
年
金
月

餅
（
二
十
五
年
納
付
の
瑚
合
）
一

〇
〇
〇
円
が
、
今
で
は
二
九
、
二
二

五
円
と
二
〇
倍
近
く
に
上
が
っ
た
ば

か
り
か
、
障
害
、
母
子
を
ど
多
く
の

種
類
の
年
金
が
軒
を
み
二
〇
倍
に
も

ふ
え
た
こ
と
。
ま
た
、
閃
十
九
年
い

ら
い
、
物
価
ス
ラ
イ
ト
の
仕
掛
け
が

働
い
て
、
物
価
の
上
が
っ
た
分
だ
H

年
々
、
年
金
が
上
が
る
よ
う
に
在
っ

た
こ
と
な
ど
が
刺
激
剤
に
な
っ
た
も

の
で
す
。
あ
な
た
の
官
庭
、
隣
近
所
に
、
こ

の
国
民
年
金
に
ま
だ
加
入
し
て
い
な

い
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
い
た
ら
、
ぜ

ひ
加
入
の
手
続
き
を
と
る
よ
う
に
す

す
め
て
く
だ
さ
い
。

幸
福
は
の
が
さ
す
に
。
特
に
老
後

が
泣
く
な
っ
た
日
本
人
に
と
っ
て
、

年
金
は
大
き
を
さ
さ
え
に
な
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
簡
単
で
、
印
鑑

を
持
っ
て
町
役
場
、
住
艮
諸
の
窓
日

へ
出
向
け
ば
よ
い
の
で
す
　
へ
今
ま
で

他
の
年
金
へ
加
入
し
て
い
て
、
同
民

年
金
へ
移
ろ
う
と
す
る
人
は
、
年
金

手
帳
を
侍
参
し
て
く
だ
さ
い
）
。

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に

九
日
分
ま
で
の
保
険
料
は
、
も
う

納
め
ら
れ
ま
し
た
か
、
力
め
忘
れ
が

な
い
か
、
も
う
二
位
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
保
検
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と

万
一
事
故
が
あ
っ
た
と
き
の
障
寓
年

金
や
母
子
年
金
、
将
来
の
老
齢
年
金

さ
え
せ
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ます。事
故
が
お
き
た
と
き
に
、
あ
わ
て

て
保
険
料
を
納
め
て
も
間
に
合
い
ま

せ
ん
。
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
も
し
、
今
年
－
二
月
以
前
の
保
険
料

に
納
め
忘
れ
が
あ
れ
ば
、
二
年
前
ま

で
の
分
な
ら
、
あ
な
た
の
任
所
を
管

柑
す
る
社
会
保
険
事
務
所
に
納
め
て

F
さ
い
。

児
童
手
当
制
度

認
定
請
求
は
早
め
に
′

児
童
手
当
制
度
と
は
、
国
、
郁
道

府
県
、
市
町
村
と
車
業
ト
が
珊
川
を

持
ち
あ
い
、
児
童
を
養
育
す
る
人
に

児
童
手
当
を
支
給
し
て
、
官
庭
生
活

の
安
定
と
次
代
を
損
う
児
童
の
健
全

育
成
、
矯
餌
の
向
卜
を
図
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
た
制
度
で
す
し

児
童
手
当
の

受
給
資
料
と
支
給
額

〈
受
給
資
格
〉

児
童
手
叫
は
、
日
本
国
内
工
作
所

が
あ
る
日
本
川
艮
が
、
次
の
要
作
に

あ
て
は
ま
っ
て
い
る
と
き
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

㊥
　
十
八
才
未
満
の
児
童
を
二
一
八
日

L
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
内
の
．

人
目
卜
が
義
務
教
育
終
√
前
の
児

童
で
あ
る
こ
と

㊨
　
そ
の
人
の
前
咋
二
．
日
か
ら
丘

H
ま
で
の
H
分
の
児
童
手
当
に
つ

い
て
は
前
々
托
こ
　
の
収
入
が
∵
冠

の
顆
（
例
え
ば
、
給
与
所
得
者
に

つ
い
て
は
、
六
人
世
借
の
場
合
凶

百
九
十
L
万
円
）
　
に
満
た
な
い
こ

と
ロ〈支給無〉

児
童
手
当
の
湖
は
、
二
．
人
以
仁
の

児
童
の
う
ち
、
出
俊
昭
に
数
え
て
三

人
‖
以
降
で
あ
る
義
務
叔
脊
終
丁
前

の
児
童
一
人
に
つ
き
月
郊
丘
千
日
。

た
だ
し
、
市
町
村
艮
税
に
係
る
所

得
割
鮎
の
な
い
せ
給
岳
は
、
日
脚
六

千
丘
〃
円
（
昭
和
丘
巨
四
年
ト
〓
分

よ
り
）
　
リ

児
童
手
当
の
認
定
請
求

は
し
め
て
児
童
手
当
を
せ
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
す
ぐ
に
認
定
請
求
書

を
厚
生
課
（
中
央
公
民
館
」
階
）
　
へ

提
出
し
て
下
さ
い
。

児
亜
手
当
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る

の
は
認
定
請
求
を
し
た
月
の
翌
日
∵
か

ら
と
在
っ
て
い
ま
す
の
で
、
第
．
二
√

出
確
等
に
よ
り
受
給
染
椿
が
生
じ
た

場
合
や
、
住
所
が
か
わ
つ
た
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
認
定
請
求
を
し
て
ド
さ

い
。
そ
う
し
ま
せ
ん
と
せ
け
ら
れ
る

り
分
の
児
童
手
当
が
せ
け
ら
わ
を
く

な
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

《
改
正
の
内
容
）

市
町
村
民
税
（
特
別
区
艮
税
を
入
り

む
）
　
に
係
る
所
得
別
の
部
の
な
い
受

給
布
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
の
‖

鯛
が
、
昭
和
丘
十
四
年
十
日
分
以
降

算
定
基
礎
児
帝
二
人
に
つ
き
六
千
日

か
ら
六
千
九
百
円
に
増
廊
さ
れ
ま
し

た。

し
か
し
、
所
得
別
の
鮎
の
あ
る
受

給
者
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
は
現

行
と
お
り
五
千
円
で
す
し

※
　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚
生

課
児
童
手
当
係
ま
で
お
問
い
合
せ

／、ださい。

電
話
＝
六
1
四
四
八
九

カ
チ
ャ
ー
シ
ー
大
会
の

一
い
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
”
伊
礼
さ
ん
の
舞
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針
圧
車
、
ム
‖
所

什
車
は
．
切
∵

カ
ト
さ
ん
が
や

り
一
し
ム
り
ま
㌻

勘
を
接
し
て
娘

ハ
ウ
ト
さ
′
ハ
ト
、

鋸
か
居
て
、
松

さ
・
几
左
裾
の
・
州

側
を
こ
ま
拾
い
ト

み
て
い
る
ト
ナ
）

で
寸
∴
ひ
、
リ
∵
一

ん
L
L
拭
き
′
几
′
．

帰
て
す
よ
し
こ

い
．
つ
と
い
う

真
栄
城
さ
′
八

人
鋸
は
、
‖
〃
か

国
老
人
婦
人
合
同
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
　
　
－
　
家
　
族
全

町
老
人
ウ
ニ
′
ソ
、
鋸
入
会
か
八
日
川

の
ソ
∵
章
1
ノ
大
人
ム
ヰ
通
し
、
紺
互
い

去
る
、
卜
日
．
．
卜
L
日
、
椚
椚
h

H
L
日
は
カ
シ
マ
ヤ
ー
で
、
帰
良
美

L
・
八
、
珪
栄
城
怯
さ
ん
、
∵
サ
ト
さ

ん
の
夫
鋸
が
そ
ろ
り
て
カ
ン
マ
ヤ
ー

を
迎
え
、
県
内
で
L
唯
．
の
カ
　
／
マ

1
－
大
根
と
評
判
に
な
り
ま
し
た

真
栄
城
さ
ん
大
姉
は
、
明
治
卜
h
ハ

咋
の
≠
ま
れ
「
、
ケ
隼
九
上
し
虚
、

長
ガ
の
柁
け
り
圧
「
　
付
則
正
し
い
竹

浦
と
食
車
に
野
菜
類
を
多
′
＼
し
し
る
二

と
上
ノ
ー
と
一
．
パ
い
ま
1
，

校
さ
ん
は
、
日
、
耳
と
も
た
∴
し

ゃ
で
堰
く
妻
は
ま
だ
ま
だ
ヒ
ト
代
灘

n
け
で
あ
る
。
マ
カ
ト
さ
ん
は
、
ち

ょ
っ
と
耳
が
遠
く
な
っ
・
二
と
は
い
え

つ
た
こ
ろ
は
往

し
ノ
、
、
り
卜
さ
ん
．
人
を
f
f
て
る
の

が
梢
い
り
は
い
て
、
次
の
ト
を
断
念

し
た
と
い
う
、
し
か
し
、
現
れ
で
は
、

ウ
ト
さ
ん
に
九
人
の
r
供
が
生
ま
れ

そ
の
ト
供
沌
一
が
二
ト
・
四
人
の
ト
供
を

≠
み
、
そ
の
ト
供
連
に
も
へ
′
で
は
丘

代
目
の
ト
供
適
か
隼
ま
わ
、
へ
′
で
は

孫
、
曾
孫
と
円
い
▼
人
に
し
な
ノ
た

ヒ
蒜
■
り
ー
し
・
、
講
∵
ご
て
ノ
∴
れ
婁
し
た

大
勢
の
肉
剤
に
囲
ま
れ
、
カ
ン
∵

ヤ
ー
の
お
祝
い
を
㌻
ま
せ
、
打
破
ま

て
は
あ
た
り
ま
え
、
．
ヒ
ヤ
．
ウ
∴
9

チ
．
ま
で
は
と
、
九
卜
L
歳
で
、
な

お
元
h
刈
な
真
栄
城
さ
ん
大
姉
で
し
た

員
　
が
　
出
　
場
－
1

規
胚
、
交
流
を
回
り
を
が
ら
健
康
の

保
持
増
進
、
並
び
に
会
清
軌
一
∵
り
参

加
意
訣
を
高
め
る
と
典
に
官
族
で
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ノ
大
会
を
目
的
と
し

い
t
 
H
四
日
、
以
仁
納
小
小
便
ケ
う

′
ト
∴
ム
い
∵
∴
り
左
こ
∵
石
ま
し
た

大
女
は
行
目
洪
町
長
、
㌧
琳
新
議
長

の
祝
辞
ハ
ム
と
．
■
上
品
昔
日
に
わ
い
て

各
区
の
老
木
、
帰
人
の
選
や
及
び
川

作
に
よ
る
兢
技
や
踊
り
な
と
が
披
露

さ
J
l
、
最
後
に
題
下
全
日
に
よ
る
カ

チ
ャ
ー
・
ン
ー
に
よ
り
、
芯
∴
u
里
老
人

加
入
合
同
ス
ホ
ー
ソ
大
会
の
暮
を
と

じ
ま
し
た
。

沖
縄
県
優
秀
技
能
者
に

錮
㌍
齢
餌
県
知
事
よ
り
壱

沖
縄
県
優
良
技
推
古
の
表
形
式
が

卜
‖
卜
六
日
、
ゆ
）
な
‖
北
に
わ
い
て

行
な
わ
れ
、
知
花
久
沼
氏
、
渡
健
次

逝
明
氏
の
．
．
人
の
ん
が
沖
縄
県
知
事

よ
り
お
形
を
せ
け
ま
し
れ
∵

こ
れ
は
、
撲
能
労
働
音
の
草
賃
の

向
L
と
技
能
拝
承
の
機
運
を
高
め
る

た
め
に
表
彰
を
行
な
う
も
の
で
あ
り

ます。今
年
は
、
県
下
で
ト
閃
名
の
方
々

が
表
む
を
受
け
ま
し
た
。

○
如
花
久
潤
氏
へ
h
ハ
ト
．
才
）

知
花
代
店
へ
日
常
〉

．
紐
丑
技
能
士
と
し
て
資
材
の
選

別
力
に
俸
れ

旧
来
の
手
什
上
け
を
招
極
的
に
機

碓
化
し
生
俺
拡
大
を
図
り
た

現
在
、
沖
純
県
北
工
業
組
人
目
顧
問

で
業
界
の
発
展
に
尺
、
力
し
て
い
る
功

緋。

．
織
成
技
能
士

○
渡
屡
次
避
明
氏
二
ハ
十
二
三

㈲
洒
屡
次
塗
装
工
懐
二
代
表
音
）

塗
装
業
界
に
お
け
る
技
能
・
工
法

の
研
究
、
技
術
資
蕗
の
修
得
経
営
の

近
代
化
等
多
面
的
に
研
究
を
な
し
、

業
岸
の
技
維
向
上
に
貢
献
し
た

昭
和
同
仁
・
へ
年
目
来
し
隼
問
技
能

植
定
用
官
試
験
の
検
定
を
日
を
加
わ
的

て
い
る

．
耕
塗
装
技
能
仁

即

養

豚

ま

第
　
　
町
長
賞

婦
人
少
年
補
導
員
を
委
嘱

婦
人
少
年
補
鳩
目
の
委
嘱
の
辞
令

交
付
式
が
、
ト
t
I
二
．
卜
‖
町
役
場
応

接
室
に
わ
い
て
行
な
わ
れ
、
L
l
－
浜
町

長
よ
り
L
人
の
〃
々
に
委
嘱
代
の
郁

令
が
・
父
付
さ
れ
ま
し
た

郎
人
少
年
補
導
日
は
、
地
域
社
会

に
お
け
る
少
年
の
非
行
防
1
1
二
活
動
を

図
る
た
め
に
設
椚
さ
j
l
ま
す
L

泊
動
に
は
、
街
頭
に
お
目
る
非
行

少
年
等
の
早
偶
発
兄
及
び
早
期
補
専

女
√
少
年
に
関
す
る
相
談
の
処
理
、

那
純
綿
媚
、
〃
少
咋
に
石
宜
‥
な
川
版

物
、
広
告
物
等
の
発
見
で
な
と
の
活

動
を
行
な
い
ま
す
。

次
の
万
々
が
、
婦
人
少
年
補
増
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

窃
婦
人
少
年
補
導
員

り
根
減
幸
卜
　
　
竜
誹
　
川
0
．
．

吏
区
　
丁
帰
良
八
∴
几

l
‥
金
城
卜
技
　
　
電
話
　
川
L
川
．

仁
は
∵
　
小
玉
鱒
r
糾
．
八
L

〔
巨
目
盛
歌
「
　
　
け
里
謡
　
回
し
■
‥

小
豆
‥
号
に
坤
卜
納
．
　
ノ
．

ロ
前
里
ヨ
シ
ナ
　
滝
誹
．
．
L
h
ハ
．

北
l
く
　
7
嘉
卜
的
．
一
九
八
ノ
h
ハ

○
佗
城
シ
ケ
「
・
高
嶋
点

南
l
ヰ
　
字
＃
f
約
四
丘
九

〇
他
見
ト
ミ
√
　
電
話
　
二
〇
八
〇

酉
区
　
手
水
繁
‥
囲
八
ノ
二

〇
畠
袋
シ
ズ
子
　
電
話
－
二
八
〇
一

西
浜
区
手
水
釜
∵
一
ヒ
ニ
∵
／
二
九
．
二

つ

　

り

に
　
外
　
聞
　
勇
　
氏

養
豚
組
へ
日
へ
組
合
拉
　
＃
友
名
桝

祐
二
し
け
、
卜
‖
四
日
、
農
協
倉
庫

前
に
わ
い
て
、
仲
射
止
回
養
豚
ま
つ
り

カ
＝
‖
⊥
∫
わ
れ
ま
し
た

ま
ノ
り
㍑
、
紺
へ
日
日
か
‖
L
r
i
丹

梢
二
鳥
て
打
て
た
養
豚
．
卜
八
畑
か

川
‖
…
さ
か
、
各
部
問
別
に
常
が
競
わ

れ
ま
し
た
　
さ
－
h
に
そ
の
各
部
問
僅

良
豚
の
内
か
ら
日
射
催
良
豚
．
頭
に
対

し
て
の
町
長
常
に
は
、
外
問
的
所
存

の
繁
殖
豚
が
選
ば
れ
、
賞
状
及
び
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
し

■
日
常
生
活
に
お
け
る

苦
情
相
陸
を
う
け
る

幸
地
t
蠣
氏
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つ
た
こ
ろ
は
往

し
ノ
、
、
り
卜
さ
ん
．
人
を
f
f
て
る
の

が
梢
い
り
は
い
て
、
次
の
ト
を
断
念

し
た
と
い
う
、
し
か
し
、
現
れ
で
は
、

ウ
ト
さ
ん
に
九
人
の
r
供
が
生
ま
れ

そ
の
ト
供
沌
一
が
二
ト
・
四
人
の
ト
供
を

≠
み
、
そ
の
ト
供
連
に
も
へ
′
で
は
丘

代
目
の
ト
供
適
か
隼
ま
わ
、
へ
′
で
は

孫
、
曾
孫
と
円
い
▼
人
に
し
な
ノ
た

ヒ
蒜
■
り
ー
し
・
、
講
∵
ご
て
ノ
∴
れ
婁
し
た

大
勢
の
肉
剤
に
囲
ま
れ
、
カ
ン
∵

ヤ
ー
の
お
祝
い
を
㌻
ま
せ
、
打
破
ま

て
は
あ
た
り
ま
え
、
．
ヒ
ヤ
．
ウ
∴
9

チ
．
ま
で
は
と
、
九
卜
L
歳
で
、
な

お
元
h
刈
な
真
栄
城
さ
ん
大
姉
で
し
た

員
　
が
　
出
　
場
－
1

規
胚
、
交
流
を
回
り
を
が
ら
健
康
の

保
持
増
進
、
並
び
に
会
清
軌
一
∵
り
参

加
意
訣
を
高
め
る
と
典
に
官
族
で
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ノ
大
会
を
目
的
と
し

い
t
 
H
四
日
、
以
仁
納
小
小
便
ケ
う

′
ト
∴
ム
い
∵
∴
り
左
こ
∵
石
ま
し
た

大
女
は
行
目
洪
町
長
、
㌧
琳
新
議
長

の
祝
辞
ハ
ム
と
．
■
上
品
昔
日
に
わ
い
て

各
区
の
老
木
、
帰
人
の
選
や
及
び
川

作
に
よ
る
兢
技
や
踊
り
な
と
が
披
露

さ
J
l
、
最
後
に
題
下
全
日
に
よ
る
カ

チ
ャ
ー
・
ン
ー
に
よ
り
、
芯
∴
u
里
老
人

加
入
合
同
ス
ホ
ー
ソ
大
会
の
暮
を
と

じ
ま
し
た
。

沖
縄
県
優
秀
技
能
者
に

錮
㌍
齢
餌
県
知
事
よ
り
壱

沖
縄
県
優
良
技
推
古
の
表
形
式
が

卜
‖
卜
六
日
、
ゆ
）
な
‖
北
に
わ
い
て

行
な
わ
れ
、
知
花
久
沼
氏
、
渡
健
次

逝
明
氏
の
．
．
人
の
ん
が
沖
縄
県
知
事

よ
り
お
形
を
せ
け
ま
し
れ
∵

こ
れ
は
、
撲
能
労
働
音
の
草
賃
の

向
L
と
技
能
拝
承
の
機
運
を
高
め
る

た
め
に
表
彰
を
行
な
う
も
の
で
あ
り

ます。今
年
は
、
県
下
で
ト
閃
名
の
方
々

が
表
む
を
受
け
ま
し
た
。

○
如
花
久
潤
氏
へ
h
ハ
ト
．
才
）

知
花
代
店
へ
日
常
〉

．
紐
丑
技
能
士
と
し
て
資
材
の
選

別
力
に
俸
れ

旧
来
の
手
什
上
け
を
招
極
的
に
機

碓
化
し
生
俺
拡
大
を
図
り
た

現
在
、
沖
純
県
北
工
業
組
人
目
顧
問

で
業
界
の
発
展
に
尺
、
力
し
て
い
る
功

緋。

．
織
成
技
能
士

○
渡
屡
次
避
明
氏
二
ハ
十
二
三

㈲
洒
屡
次
塗
装
工
懐
二
代
表
音
）

塗
装
業
界
に
お
け
る
技
能
・
工
法

の
研
究
、
技
術
資
蕗
の
修
得
経
営
の

近
代
化
等
多
面
的
に
研
究
を
な
し
、

業
岸
の
技
維
向
上
に
貢
献
し
た

昭
和
同
仁
・
へ
年
目
来
し
隼
問
技
能

植
定
用
官
試
験
の
検
定
を
日
を
加
わ
的

て
い
る

．
耕
塗
装
技
能
仁

即

養

豚

ま

第
　
　
町
長
賞

婦
人
少
年
補
導
員
を
委
嘱

婦
人
少
年
補
鳩
目
の
委
嘱
の
辞
令

交
付
式
が
、
ト
t
I
二
．
卜
‖
町
役
場
応

接
室
に
わ
い
て
行
な
わ
れ
、
L
l
－
浜
町

長
よ
り
L
人
の
〃
々
に
委
嘱
代
の
郁

令
が
・
父
付
さ
れ
ま
し
た

郎
人
少
年
補
導
日
は
、
地
域
社
会

に
お
け
る
少
年
の
非
行
防
1
1
二
活
動
を

図
る
た
め
に
設
椚
さ
j
l
ま
す
L

泊
動
に
は
、
街
頭
に
お
目
る
非
行

少
年
等
の
早
偶
発
兄
及
び
早
期
補
専

女
√
少
年
に
関
す
る
相
談
の
処
理
、

那
純
綿
媚
、
〃
少
咋
に
石
宜
‥
な
川
版

物
、
広
告
物
等
の
発
見
で
な
と
の
活

動
を
行
な
い
ま
す
。

次
の
万
々
が
、
婦
人
少
年
補
増
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

窃
婦
人
少
年
補
導
員

り
根
減
幸
卜
　
　
竜
誹
　
川
0
．
．

吏
区
　
丁
帰
良
八
∴
几

l
‥
金
城
卜
技
　
　
電
話
　
川
L
川
．

仁
は
∵
　
小
玉
鱒
r
糾
．
八
L

〔
巨
目
盛
歌
「
　
　
け
里
謡
　
回
し
■
‥

小
豆
‥
号
に
坤
卜
納
．
　
ノ
．

ロ
前
里
ヨ
シ
ナ
　
滝
誹
．
．
L
h
ハ
．

北
l
く
　
7
嘉
卜
的
．
一
九
八
ノ
h
ハ

○
佗
城
シ
ケ
「
・
高
嶋
点

南
l
ヰ
　
字
＃
f
約
四
丘
九

〇
他
見
ト
ミ
√
　
電
話
　
二
〇
八
〇

酉
区
　
手
水
繁
‥
囲
八
ノ
二

〇
畠
袋
シ
ズ
子
　
電
話
－
二
八
〇
一

西
浜
区
手
水
釜
∵
一
ヒ
ニ
∵
／
二
九
．
二

つ

　

り

に
　
外
　
聞
　
勇
　
氏

養
豚
組
へ
日
へ
組
合
拉
　
＃
友
名
桝

祐
二
し
け
、
卜
‖
四
日
、
農
協
倉
庫

前
に
わ
い
て
、
仲
射
止
回
養
豚
ま
つ
り

カ
＝
‖
⊥
∫
わ
れ
ま
し
た

ま
ノ
り
㍑
、
紺
へ
日
日
か
‖
L
r
i
丹

梢
二
鳥
て
打
て
た
養
豚
．
卜
八
畑
か

川
‖
…
さ
か
、
各
部
問
別
に
常
が
競
わ

れ
ま
し
た
　
さ
－
h
に
そ
の
各
部
問
僅

良
豚
の
内
か
ら
日
射
催
良
豚
．
頭
に
対

し
て
の
町
長
常
に
は
、
外
問
的
所
存

の
繁
殖
豚
が
選
ば
れ
、
賞
状
及
び
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
し

■
日
常
生
活
に
お
け
る

苦
情
相
陸
を
う
け
る

幸
地
t
蠣
氏



広報かでな昭和54年11月30日

098956－1111～1114まで

広報かでな

不i兄風　を　ふ

ガ　で　海
上かな人間性と文化を育て、活力ある豊かな町をと、かでなまつ
りは、日月10日、日日の両日、嘉手納小中学校グランドを主会脚こ

開催されました。
まつりは、午後1時新町通り「歩行者天国」での、吉浜町長、輿
郡町嬢長、伊波商工会長によるテープカットで幕開けし、町役場、
町内商工業者による「■輌パレード」小中学生による「チビツコ相
撲大会」、374周年の「野国総響例祭」、「カラオケ大会」、老人婦人
による「余興」、若者による「フォークコンサート」、そして、初日
のハイライト「花火大会」によりまつりムードも最高潮に達しまし
た。

▲譲長、町長、商工会長による歩行者天国でのテープカット

・1∴了∴・′サ【

やい丁．や
▼‾

▲　芸能祭山千原エイサーけ　　　▲歩行者天国での‘らくかき大会”　　　　　▲嘉手納、屋良小学校トランペット故障

▲民鍾のど自慢大会の優餅㌢呉屋さん”　　▲カラオケ大会の覇者新里さん

＊町役場の電話番号が変りました

今
年
は
国
民
年
金
の

誕
生
二
十
周
年
で
す

二
十
歳
か
ら
加
入
す
る
国
民
年
金

が
生
ま
れ
て
二
十
年
経
ち
ま
し
た
。

今
年
は
各
地
で
そ
の
祝
典
や
催
し
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
国
民
は
、
八
つ
の
公
的
年

金
の
ど
れ
か
に
加
入
す
る
こ
と
を
法

律
で
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
民

年
金
は
、
他
の
年
金
制
健
に
加
入
し

て
い
な
い
農
林
漁
業
、
商
工
、
サ
ー

ビ
ス
、
自
由
妻
な
ど
の
自
営
業
者
と

従
業
H
五
人
未
満
の
事
業
所
に
勤
め

る
人
と
、
そ
れ
ら
の
官
族
が
加
入
す

る
年
金
制
度
で
す
。

こ
の
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
制

度
の
生
ま
れ
た
こ
ろ
は
一
、
〇
〇
〇

万
人
台
で
し
た
が
、
今
年
は
二
、
七

八
〇
万
人
に
も
ふ
え
て
、
こ
の
団
の

公
的
年
金
の
加
入
者
の
ト
ノ
ブ
を
占

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
が
譲
生
い
ち

い
毎
年
休
ま
ず
に
改
善
を
つ
づ
け
て

昭
和
三
十
六
年
ご
ろ
の
老
齢
年
金
月

餅
（
二
十
五
年
納
付
の
瑚
合
）
一

〇
〇
〇
円
が
、
今
で
は
二
九
、
二
二

五
円
と
二
〇
倍
近
く
に
上
が
っ
た
ば

か
り
か
、
障
害
、
母
子
を
ど
多
く
の

種
類
の
年
金
が
軒
を
み
二
〇
倍
に
も

ふ
え
た
こ
と
。
ま
た
、
閃
十
九
年
い

ら
い
、
物
価
ス
ラ
イ
ト
の
仕
掛
け
が

働
い
て
、
物
価
の
上
が
っ
た
分
だ
H

年
々
、
年
金
が
上
が
る
よ
う
に
在
っ

た
こ
と
な
ど
が
刺
激
剤
に
な
っ
た
も

の
で
す
。
あ
な
た
の
官
庭
、
隣
近
所
に
、
こ

の
国
民
年
金
に
ま
だ
加
入
し
て
い
な

い
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
い
た
ら
、
ぜ

ひ
加
入
の
手
続
き
を
と
る
よ
う
に
す

す
め
て
く
だ
さ
い
。

幸
福
は
の
が
さ
す
に
。
特
に
老
後

が
泣
く
な
っ
た
日
本
人
に
と
っ
て
、

年
金
は
大
き
を
さ
さ
え
に
な
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
簡
単
で
、
印
鑑

を
持
っ
て
町
役
場
、
住
艮
諸
の
窓
日

へ
出
向
け
ば
よ
い
の
で
す
　
へ
今
ま
で

他
の
年
金
へ
加
入
し
て
い
て
、
同
民

年
金
へ
移
ろ
う
と
す
る
人
は
、
年
金

手
帳
を
侍
参
し
て
く
だ
さ
い
）
。

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に

九
日
分
ま
で
の
保
険
料
は
、
も
う

納
め
ら
れ
ま
し
た
か
、
力
め
忘
れ
が

な
い
か
、
も
う
二
位
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
保
検
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と

万
一
事
故
が
あ
っ
た
と
き
の
障
寓
年

金
や
母
子
年
金
、
将
来
の
老
齢
年
金

さ
え
せ
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ます。事
故
が
お
き
た
と
き
に
、
あ
わ
て

て
保
険
料
を
納
め
て
も
間
に
合
い
ま

せ
ん
。
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
も
し
、
今
年
－
二
月
以
前
の
保
険
料

に
納
め
忘
れ
が
あ
れ
ば
、
二
年
前
ま

で
の
分
な
ら
、
あ
な
た
の
任
所
を
管

柑
す
る
社
会
保
険
事
務
所
に
納
め
て

F
さ
い
。

児
童
手
当
制
度

認
定
請
求
は
早
め
に
′

児
童
手
当
制
度
と
は
、
国
、
郁
道

府
県
、
市
町
村
と
車
業
ト
が
珊
川
を

持
ち
あ
い
、
児
童
を
養
育
す
る
人
に

児
童
手
当
を
支
給
し
て
、
官
庭
生
活

の
安
定
と
次
代
を
損
う
児
童
の
健
全

育
成
、
矯
餌
の
向
卜
を
図
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
た
制
度
で
す
し

児
童
手
当
の

受
給
資
料
と
支
給
額

〈
受
給
資
格
〉

児
童
手
叫
は
、
日
本
国
内
工
作
所

が
あ
る
日
本
川
艮
が
、
次
の
要
作
に

あ
て
は
ま
っ
て
い
る
と
き
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

㊥
　
十
八
才
未
満
の
児
童
を
二
一
八
日

L
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
内
の
．

人
目
卜
が
義
務
教
育
終
√
前
の
児

童
で
あ
る
こ
と

㊨
　
そ
の
人
の
前
咋
二
．
日
か
ら
丘

H
ま
で
の
H
分
の
児
童
手
当
に
つ

い
て
は
前
々
托
こ
　
の
収
入
が
∵
冠

の
顆
（
例
え
ば
、
給
与
所
得
者
に

つ
い
て
は
、
六
人
世
借
の
場
合
凶

百
九
十
L
万
円
）
　
に
満
た
な
い
こ

と
ロ〈支給無〉

児
童
手
当
の
湖
は
、
二
．
人
以
仁
の

児
童
の
う
ち
、
出
俊
昭
に
数
え
て
三

人
‖
以
降
で
あ
る
義
務
叔
脊
終
丁
前

の
児
童
一
人
に
つ
き
月
郊
丘
千
日
。

た
だ
し
、
市
町
村
艮
税
に
係
る
所

得
割
鮎
の
な
い
せ
給
岳
は
、
日
脚
六

千
丘
〃
円
（
昭
和
丘
巨
四
年
ト
〓
分

よ
り
）
　
リ

児
童
手
当
の
認
定
請
求

は
し
め
て
児
童
手
当
を
せ
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
す
ぐ
に
認
定
請
求
書

を
厚
生
課
（
中
央
公
民
館
」
階
）
　
へ

提
出
し
て
下
さ
い
。

児
亜
手
当
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る

の
は
認
定
請
求
を
し
た
月
の
翌
日
∵
か

ら
と
在
っ
て
い
ま
す
の
で
、
第
．
二
√

出
確
等
に
よ
り
受
給
染
椿
が
生
じ
た

場
合
や
、
住
所
が
か
わ
つ
た
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
認
定
請
求
を
し
て
ド
さ

い
。
そ
う
し
ま
せ
ん
と
せ
け
ら
れ
る

り
分
の
児
童
手
当
が
せ
け
ら
わ
を
く

な
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

《
改
正
の
内
容
）

市
町
村
民
税
（
特
別
区
艮
税
を
入
り

む
）
　
に
係
る
所
得
別
の
部
の
な
い
受

給
布
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
の
‖

鯛
が
、
昭
和
丘
十
四
年
十
日
分
以
降

算
定
基
礎
児
帝
二
人
に
つ
き
六
千
日

か
ら
六
千
九
百
円
に
増
廊
さ
れ
ま
し

た。

し
か
し
、
所
得
別
の
鮎
の
あ
る
受

給
者
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
は
現

行
と
お
り
五
千
円
で
す
し

※
　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚
生

課
児
童
手
当
係
ま
で
お
問
い
合
せ

／、ださい。

電
話
＝
六
1
四
四
八
九

カ
チ
ャ
ー
シ
ー
大
会
の

一
い
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
”
伊
礼
さ
ん
の
舞



昭和54年11円30日 広報かでな

嘉手納局、読谷局が開始しました
★市外局番が09895へかわります。

★市内局番、嘉手納局「6」読谷局「8」が新設されます。

㊨他の局から裏手納、読谷局への通話は市外局番
09895をおまわしになり、つぎに市内局番「6」ま
たは「8」をまわし、引き続き4ケタの加入者
番号をダイヤルしてください。

㊨市内通話は、市内局番「6」または「8」をおまわ
しになり引きつづき4ケタの加入者番号をダイ
ヤルしてください。

09895－6－××××

8－××××

6－××××

8－××××

嘉手納電報電話局

町役場電話番号表
（市外局番－09895）

＊町役場の電話番号が変りました

昭和54年11月30日

き　と　ば　し　た

つ仁∴り
＿　2日日も、天卸こめぐまれ、午後1時、軒こまつりのよぴもの仮

装行列が3千余の町民が、小中学校のブラスバンドを先頭に、自治
会旗やのぼり、古■場の趣向をこらしたみこし等、千変万化に変装
したアニメなどが出現し、子供達の事をかきたてました。
午後4時、町文化財指定を受けた「芸能祭」、6時より「棄人民縫
のど白檀大会」、「花火大会」、まつりの書後をかざり「カチャー
シー大会」が行なわれました。一方子供達に開放された「歩行者天
国」では両日にわたり「らくがき大会」「ディズニーマンガショー」
「月光仮面と悪党の対決」など多くの子供向けの催しが行なわれ、
一秋の夜なが一万余の町民が両日にわたりまつりを満喫しました。

▲374周年の野国総管例祭が行われました

▲吉浜町長あいさつ

▲野村流古典音楽協会員張名による古典演奏

嘉手納中学校ブラスバンド部の皆さんの大変すぼらしい演奏でした

▲卯こだけは■られません“チヒツコ相撲’　▲好評でした“子供のと自糧大会”

098956－1111－1114まで

優
良
土
地
区
画
整
理
車
重
は
、
本

町
の
お
か
れ
た
特
殊
形
態
な
位
置
に

起
凶
す
る
狭
少
で
雑
然
と
し
た
劣
悪

を
生
活
現
場
を
整
備
し
、
良
好
な
住

宅
地
の
造
成
と
限
り
あ
る
土
地
の
高

率
的
利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
計

画
し
推
進
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま

す。

本
地
区
内
の
関
係
権
利
鹿
の
皆
蟻

に
は
こ
れ
ま
で
五
回
に
わ
た
る
住
民

説
明
会
に
よ
り
、
こ
協
力
と
こ
理
解

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
五
十
四
年
八
月
十
五
日
付
で
県
の

事
業
認
可
を
受
け
、
・
「
月
の
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
施
行
条
例
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
の
段
階
と
し
て
は
、
関
係
権

利
者
の
こ
意
見
を
事
業
に
公
平
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
土
地
区
画
整
理
審

議
会
の
設
訳
で
あ
り
ま
す
■
U

こ
の
審
議
会
は
、
番
目
十
名
で
組

織
さ
れ
、
ハ
ト
識
経
験
者
の
番
目
二
名

遅
日
番
目
八
名
（
宅
地
の
所
有
者
の

総
数
と
借
地
権
者
の
総
数
と
の
割
合

屋
島
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
選
挙

来
年
一
月
十
三
日
に
決
定

に
比
例
し
た
赦
）
で
構
成
さ
れ
た
町

の
諮
問
機
関
と
な
り
ま
す
。
委
員
の

任
期
は
五
年
と
を
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
上
地
区
画
整
理
番
班
会
呑
白

の
選
挙
は
昭
和
五
十
五
年
一
月
十
三

日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

審
積
金
壷
員
の
選
挙
白
程

○
選
挙
人
名
簿
縦
覧

十
二
月
四
日
～
十
八
日

○
立
候
補
受
付
・
公
告
（
選
挙
人
名

簿
確
定
及
び
委
n
の
放
）

十
二
月
十
九
日
～
二
八
日

○
投
票
H
・
開
票
日

昭
和
五
十
五
年
二
月
十
三
円

㊥
土
地
面
積
の
打
正
に
つ
い
て

優
良
土
地
区
画
整
理
亜
鹿
地
区
内

の
土
地
所
有
者
の
方
で
、
萱
記
簿
に

記
載
し
て
あ
る
面
相
（
ム
‖
帳
地
相
）

と
現
地
と
の
実
際
の
薗
机
に
差
異
が

あ
る
方
は
、
土
地
地
綿
訂
正
申
請
吉

を
せ
付
け
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
期
間
）

昭
和
丘
十
円
年
卜
月
二
十
九
日
～

十
∴
H
二
十
八
日

人
中
什
先
）

町
役
場
・
都
市
計
画
諸

人
添
付
書
類
）

実
測
阿
（
三
〇
〇
分
の
〓

隣
接
土
地
所
有
者
同
意
書

字
図
　
二
二
〇
〇
分
の
一
）

ト
七
福
神
も
天
国
代
表
と
し
て

ま
つ
り
に
花
を
そ
え
て
く
れ

ま
し
た
…
仮
装
行
列
“

い
ド
ッ
カ
ー
ン
…
不
況
風
も

い
っ
し
ょ
に
ふ
き
と
は
し
た

花
火



広報かでな昭和54年11円30日

えいせい

カレンダー

昭和糾年は月

；山　行 �事l時　間 �い所 
3日㊥ �安　産　学　級 �13：30－16：00 

・4日㊨ �西区t団檎診 �9：30～16：00 

5日㊨ �母子保健推進A定例会 �川：00～16：00 

68㊨ �鮎川脚こおける文血 �13：30～柑；00 
舌の　実習 

10日⑪ �安　産　学　級 �13：30－16：00 

12日㊧ �D、P、T予防接種 �13：00－14：00 

17日⑧ �安　産　学　級 �13：30～16：00 

19日㊨ �西区モレ1団検診 �9：30～16：00 

21日㊨ �3歳6カ月児♯診 �13：30－15：00 13：00－15：00 13：30－16：00 

2日㊧ 24日⑧ �乳児一般儀鷹診査 

安　産　学　緩 

茄8㊨ �西浜区集団検診 �9：30－16：00 

中央公民館

西区公民館

中央公民館

昭和54年11月30日
編集と発行

発行　嘉手納町役．嶋

編集　企画経済祷広報係

古手鵡内町字嘉手納81書地

〒904－02
℡（098956）＝lト＝14

第110号

甘広報や、で令
11月1日の人口　世碁敵3，545　人口14，512　男7．1卯　女7．315

題名：わた　しの先生
たかやすかずきくん（屋烏幼稚園）の作品

お

知

ら

せ

身
体
障
害
者
相
談
員
に
つ
い
て

去
る
ト
ム
H
ト
・
日
、
中
部
福
祉
事

拷
所
に
お
い
て
、
身
体
睦
量
‥
苫
相
談

日
の
辞
令
交
付
式
が
行
な
わ
J
l
、
顔

手
納
町
役
周
の
山
川
収
支
さ
ん
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

身
体
搾
宜
‥
占
用
‖
誹
日
と
は
、
県
知

事
の
委
託
を
受
け
、
身
体
の
不
日
由

を
方
々
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
や
、

仕
事
の
こ
と
、
年
金
や
税
金
の
問
題

な
と
．
緒
に
解
決
方
法
を
考
え
、
あ

る
い
は
福
祉
事
務
所
、
更
正
相
談
所

役
場
念
と
必
要
な
機
関
を
紹
介
し
、

福
祉
の
措
置
が
う
り
ら
れ
る
よ
う
に

相
談
や
指
道
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
′
て
お
り
ま
す
の
ぐ
、
わ
気
軽
に

二
机
談
ド
さ
い
・

住
所
‥
嘉
卜
納
町
7
水
管
四
八
二

氏
名
‥
山
川
　
叔
安

逓
誹
＝
」
へ
－
丘
四
二
．
－應

¢
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

館
　
佗
叩
　
　
　
　
　
館
川

民
　
民
　
　
　
　
民

〝
　
公
公
　
〝
　
〝
　
訟

区

　

央

　

　

　

　

浜

西
　
中
　
　
　
　
　
西

㊥
　
九
日
八
日
、
町
商
工
会
青
年
部

え
ぷ
長
　
宮
里
辰
秀
氏
）
　
よ
り
、

九
日
八
日
に
催
さ
れ
た
。
「
納
涼

盆
踊
り
の
夕
べ
」
　
で
の
ナ
ヤ
リ
一
r

イ
ー
写
賞
舘
よ
り
の
収
益
金
と
出

店
の
川
情
料
の
九
方
円
が
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
こ
寄
附
が
こ
き

い
ま
し
た

㊥
　
卜
〓
川
日
、
嘉
f
約
・
謹
告
ラ

イ
す
イ
ス
∵
ブ
ラ
フ
　
（
会
長
　
柑
山

盛
信
氏
）
　
よ
り
、
「
納
涼
・
盆
踊

り
の
夕
べ
」
　
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

へ
サ
ー
で
の
b
冗
卜
金
五
万
円
が
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
こ
寄
附
が

こ
き
い
ま
し
た

㊥
　
1
－
日
二
卜
二
日
、
字
素
手
納
三

．
二
窄
－
一
の
知
花
包
藷
氏
よ
り
、

故
知
花
亀
歳
氏
の
香
典
返
し
と
し

て
、
町
育
英
会
へ
ト
方
円
の
こ
寄

附
が
こ
ぎ
い
ま
し
た
。

㊥
　
十
円
一
一
十
二
日
、
字
嘉
手
納
ミ

二
世
番
地
の
赤
地
つ
る
子
さ
ん
よ

り
、
故
赤
地
忠
明
氏
の
秀
典
返
し

と
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ト
万
円
の
こ
寄
付
が
こ
き
い
ま
し

た。
〇
　
十
一
円
二
十
七
日
、
字
水
篭
．
．
一

ヒ
九
番
地
ノ
」
の
町
田
宗
藤
氏
よ

り
、
放
町
田
ウ
シ
さ
ん
の
秀
典
返

し
と
し
て
、
町
育
英
会
へ
十
方
円

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
十
万
円
の

計
二
十
万
円
の
二
寄
附
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ゥ


